
本
学
会
総
会
に
お
い
て
、
す
で
に
「
金
瓶
梅
」
『
紅
楼
夢
」
の
、

「
中
国
医
学
と
道
教
」
に
つ
い
て
発
表
し
た
が
、
今
回
は
『
西
遊

記
』
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
。

『
西
遊
記
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
明
代
の
四
代
奇
書
の
一
つ

と
し
て
『
三
国
志
（
演
義
こ
「
水
詩
伝
」
に
つ
い
で
世
に
出
た
も
の

で
、
『
平
妖
伝
』
『
封
神
演
義
」
な
ど
と
共
に
神
魔
（
怪
）
小
説
と
い

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
西
遊
記
」
は
、
他
の
『
三
国
志
』
、
「
水
耕
伝
』
と

同
じ
く
、
歴
史
の
事
実
が
、
街
の
講
釈
師
に
よ
っ
て
語
ら
れ
次
第

に
人
々
の
間
に
惨
透
、
迎
え
ら
れ
、
つ
い
で
今
日
の
京
劇
の
テ
ー

マ
に
と
り
入
れ
て
い
る
よ
う
に
舞
台
上
で
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
こ
れ
を
受
け
て
多
く
の
人
が
、
時
間
を
か
け
て
一
つ
の
ス
ト

ー
リ
ー
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

詔
中
国
医
学
と
道
教
（
剛
・
西
遊
記
）

士
ロ
ー
兀

刀
ローＩ

､′

Y荷

従
っ
て
現
在
『
西
遊
記
」
と
い
っ
て
も
幾
種
の
も
の
が
あ
る
わ

け
で
あ
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
の
ベ
ー
ス
は
、
実
在
し
た
、
唐
の
玄
芙

三
蔵
（
五
九
六
？
～
六
六
四
）
で
、
彼
は
仏
典
を
求
め
は
る
ば
る
イ

ン
ド
に
旅
立
っ
た
。
こ
の
事
蹟
を
玄
芙
の
高
弟
、
辨
機
は
師
の
口

え
り
ゆ
う

述
を
も
と
に
し
て
『
大
唐
西
城
記
」
を
、
ま
た
同
じ
弟
子
の
慧
立

げ
ん
そ
う

と
彦
悌
は
「
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
」
を
遺
し
て
い
る
。
し

か
し
こ
れ
は
歴
史
で
あ
り
、
小
説
「
西
遊
記
」
で
は
、
玄
芙
は
そ

の
主
役
の
座
を
孫
悟
空
（
孫
行
者
）
に
ゆ
ず
っ
て
、
決
断
力
が
な
く
、

弱
々
し
く
も
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
八
十
一
難
に
遭
遇
し
て
は
、
悟
空

を
初
め
と
す
る
弟
子
達
の
力
で
、
さ
ら
に
は
大
慈
大
悲
救
苦
救
難

霊
感
観
音
菩
薩
な
ど
の
助
力
で
無
事
危
機
を
脱
す
る
極
め
て
人
間

的
な
姿
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
西
遊
記
」
の
物
語
は
、
南
宋
時
代
す
で
に
「
大
唐
三
蔵

取
経
詩
話
」
と
い
う
講
釈
師
の
台
本
が
あ
り
、
つ
い
で
元
代
未
に

な
る
と
『
西
遊
記
」
と
い
う
名
称
の
書
が
で
て
い
る
。
有
名
な
チ

ン
ギ
ス
・
ハ
ン
の
も
と
を
訪
ね
た
丘
長
春
が
書
い
た
五
年
間
の
そ

の
道
中
記
『
長
春
真
人
西
遊
記
」
と
混
同
さ
れ
丘
長
春
が
そ
の
著

者
と
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
丘
長
春
は
、
現
在
北
京
の
道
教
全
真

派
総
本
山
の
白
雲
観
の
も
と
を
つ
く
っ
た
人
で
あ
る
。
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明
代
に
な
る
と
、
五
種
ば
か
り
の
も
の
が
世
に
出
た
が
、
こ
の

う
ち
の
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
遊
記
」
の
百
回
本
が
あ
り
、
最
も

早
く
出
た
い
わ
ゆ
る
世
徳
堂
本
と
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
と
さ
れ
て

い
る
。
岩
波
版
『
西
遊
記
」
（
小
野
忍
・
中
野
美
代
子
氏
訳
、
未
完
）

は
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。

清
代
に
な
る
と
、
『
西
遊
証
道
害
』
が
最
も
早
く
、
つ
い
で
「
西

遊
真
詮
」
（
真
詮
と
は
ま
こ
と
の
悟
り
と
い
う
意
味
、
康
煕
三
十
三
年
、

び
ん

一
六
九
四
年
、
編
者
は
、
陳
子
斌
、
号
は
悟
一
子
。
）
と
い
う
百
回
本
が
、

そ
の
内
容
が
常
識
的
で
平
易
で
も
あ
る
の
で
世
に
う
け
ら
れ
、
「
西

遊
記
」
と
い
え
ば
、
こ
れ
を
指
す
も
の
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
平
凡
社
「
西
遊
記
」
（
太
田
辰
夫
・
鳥
居
久
靖
氏
訳
）
は
こ
れ
に

よ
っ
て
い
る
。
「
西
遊
記
」
の
原
作
者
は
、
一
応
、
呉
承
恩
（
一
五

○
○
？
～
一
五
八
二
）
と
さ
れ
て
い
る
。
一
応
と
い
う
の
は
、
こ
れ

を
疑
問
視
す
る
説
も
ま
た
有
力
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
『
西
遊
記
』
の
中
国
医
学
と
道
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
は

総
会
の
席
で
発
表
す
る
が
、
こ
の
書
の
内
容
は
い
ろ
い
ろ
部
分
を

含
み
、
彪
大
な
も
の
で
あ
る
か
ら
整
理
、
系
統
を
た
て
る
試
み
が

痛
感
さ
れ
た
。
そ
の
一
部
を
最
後
に
ふ
れ
て
お
く
。

最
も
中
医
学
的
な
部
分
は
、
朱
紫
国
に
お
け
る
、
孫
悟
空
の
医

療
活
動
で
あ
る
。
彼
は
国
王
の
病
を
癒
し
無
事
、
第
五
十
六
の
難

を
き
り
ぬ
け
る
（
第
六
十
八
、
第
六
十
九
回
）
、
ま
た
、
薬
名
を
お
り

こ
ん
だ
詩
も
二
個
所
に
見
ら
れ
、
そ
の
他
、
薬
草
の
名
・
六
字
訣

の
ご
と
き
も
の
も
あ
る
。

「
西
遊
記
』
は
一
応
、
仏
典
を
求
め
る
と
い
う
、
仏
教
的
な
よ
う

に
見
え
る
が
、
道
教
と
混
然
と
し
て
い
た
り
、
道
教
と
対
立
し
て

い
る
場
面
が
数
多
い
。
孫
悟
空
初
め
二
人
の
弟
子
は
、
「
悟
」
と
い

う
名
が
つ
い
て
い
て
一
応
仏
教
的
だ
が
、
悟
空
は
、
初
め
須
菩
提

祖
師
と
い
う
仙
人
か
ら
七
十
二
変
化
の
術
を
教
わ
っ
て
い
る
。
ま

た
三
蔵
を
ふ
く
め
た
一
行
五
人
の
か
ら
み
合
い
は
五
行
説
な
し
で

は
理
解
で
き
な
い
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
産
婦
人
科
学
教
室
）
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